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第一部 【企業情報】

第１ 【企業の概況】

１ 【主要な経営指標等の推移】

連結経営指標等

　

回次
第57期

第３四半期連結
累計期間

第58期
第３四半期連結
累計期間

第57期
第３四半期連結
会計期間

第58期
第３四半期連結
会計期間

第57期

会計期間

自  平成20年
     ４月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     ４月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     10月１日
至  平成20年
     12月31日

自  平成21年
     10月１日
至  平成21年
     12月31日

自  平成20年
     ４月１日
至  平成21年
     ３月31日

売上高 (千円) 49,347,39247,394,99417,021,41016,775,27364,217,206

経常利益 (千円) 1,163,293731,835 505,985 453,1391,255,894

四半期(当期)純利益 (千円) 500,895 368,259 235,351 218,420 375,720

純資産額 (千円) ― ― 11,851,62411,739,36511,545,564

総資産額 (千円) ― ― 31,112,80631,749,49329,179,974

１株当たり純資産額 (円) ― ― 1,160.341,175.831,156.42

１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) 49.04 36.88 23.04 21.87 36.85

潜在株式調整後
１株当たり四半期
(当期)純利益金額

(円) ― ― ― ― ―

自己資本比率 (％) ― ― 38.09 36.97 39.57

営業活動による
キャッシュ・フロー

(千円) 1,895,7412,094,656 ― ― 850,233

投資活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △763,444△685,214 ― ― △865,389

財務活動による
キャッシュ・フロー

(千円) △105,900△213,365 ― ― △77,339

現金及び現金同等物の
四半期末(期末)残高

(千円) ― ― 1,951,6082,029,071834,692

従業員数 (名) ― ― 462 421 439

(注) 　１　当社は四半期連結財務諸表を作成しているので、提出会社の主要な経営指標等の推移については記載し

　　 ておりません。

 ２  売上高には、消費税等は含まれておりません。

 ３  潜在株式調整後１株当たり四半期（当期）純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載して

　　 おりません。
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２ 【事業の内容】

当第３四半期連結会計期間において、当社及び当社の関係会社において営まれている事業の内容に重要

な変更はありません。

　

　

３ 【関係会社の状況】

当第３四半期連結会計期間において、重要な関係会社の異動はありません。

　

　

４ 【従業員の状況】

(1) 連結会社における状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 421　(1,350)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第３四半期連結会計期間の平均人員を外数で記載して

おります。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。

　

(2) 提出会社の状況

平成21年12月31日現在

従業員数(名) 254　(805)

(注) １　従業員数は就業人員であり、臨時雇用者数は(　)内に当第３四半期会計期間の平均人員を外数で記載しており

ます。　

２　臨時従業員数には、パートタイマー及びアルバイトを含んでおります。　
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第２ 【事業の状況】

１ 【生産、受注及び販売の状況】

(1) 仕入実績
 　　 当第３四半期連結会計期間における仕入実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 仕入高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 1,996,981 103.5

家庭電気製品 1,352,384 115.0

インテリア用品 280,520 87.9

カー・レジャー用品 479,332 101.9

ＤＩＹ用品 728,456 109.7

食品 9,166,135 99.5

合計 14,003,808 101.7

(注) １　上記の金額には、消費税等は含まれておりません。
２　仕入高は、仕入実績金額に基づいて記載しております。

　

(2) 受注状況

当社グループは主として商品の仕入販売を行っているため、該当事項はありません。

　

(3) 販売実績
 　　 当第３四半期連結会計期間における販売実績を事業部門ごとに示すと、次のとおりであります。
　

事業部門 売上高(千円) 前年同四半期比（％）

家庭用品 2,328,990 102.8

家庭電気製品 1,444,773 98.8

インテリア用品 460,455 87.3

カー・レジャー用品 524,815 93.5

ＤＩＹ用品 927,786 107.2

食品 11,088,453 97.8

合計 16,775,273 98.6

(注) 上記の金額には、消費税等は含まれておりません。

　

２ 【事業等のリスク】

当第３四半期連結会計期間において、財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の異常な変動等

又は、前事業年度の有価証券報告書に記載した「事業等のリスク」について重要な変更はありません。

　

　

３ 【経営上の重要な契約等】

当第３四半期連結会計期間において、経営上の重要な契約等は行われておりません。
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４ 【財政状態、経営成績及びキャッシュ・フローの状況の分析】

　

（１）経営成績の分析

当第３四半期連結会計期間におけるわが国経済は、在庫調整が一巡し生産が持ち直したことや政府の

景気対策などにより回復の兆しが見られるものの、高い水準で推移する失業率、デフレの進行など依然と

して厳しい状況が続いております。

　当小売業界におきましては、厳しい経済環境の中、個人消費は先行き不透明感から買い控えが進み、消費

マインドは大きく低迷いたしました。

　このような状況の中、当社グループは総合ディスカウント店の「エスポット韮山店」、「エスポット伊

勢原店」及び業務用食料品販売店の「業務スーパーアクロス山梨店」の３店舗の新規出店をいたしまし

た。

　また、閉店した店舗はありませんでした。

　　

①売上高

　当第３四半期連結会計期間の売上高は167億７千５百万円（前年同期比1.4％減）となりました。

　総合ディスカウント店「エスポット」及び業務用食料品販売店「業務スーパー」等の売上高について

は新規出店した店舗の寄与などもあり、堅調に推移したものの、食品スーパーの「ポテト」においては個

人消費の落ち込みに加え、競争環境がますます激化し売上高は苦戦を強いられました。

 

②営業利益

　当第３四半期連結会計期間の営業利益は４億１千万円（前年同期比12.3％減）となりました。

　利益面につきましては、熾烈な価格競争が繰り広げられる消耗戦の中、適正な粗利益率を確保するのが

厳しい状況が続いております。

　粗利益率に合わせた経費のコントロールに努めて参りましたが、新規出店店舗にかかる出店諸掛り等も

あり、粗利益額の減少全てを吸収することはできませんでした。

 

③経常利益

　当第３四半期連結会計期間の経常利益は営業利益の減少により、４億５千３百万円(前年同期比10.4％

減）となりました。

 

④四半期純利益

　当第３四半期連結会計期間の四半期純利益は２億１千８百万円（前年同期比7.2％減）となりました。

法人税、住民税及び事業税は１億９千６百万円、法人税等調整額は１千９百万円となりました。

　

（２）財政状態の分析

当第３四半期連結会計期間末の総資産は317億４千９百万円となり、前連結会計年度末に比較して25億

６千９百万円増加いたしました。

　流動資産は、現金及び預金の11億９千４百万円の増加、商品の７億３千４百万円の増加等により、前連結

会計年度末と比較し、21億５千２百万円の増加の87億８千９百万円となりました。

　固定資産につきましては、新規出店にかかる有形固定資産の５億９千７百万円の増加等により、前連結

会計年度と比較し、４億１千６百万円の増加の229億５千９百万円となりました。

　また、負債につきましては、200億１千万円となり、前連結会計年度に比較して23億７千５百万円増加い

たしました。

　流動負債は、支払手形及び買掛金の16億１千２百万円の増加、未払法人税等の１億９千３百万円の増加

等により、前連結会計年度末と比較し、20億２千４百万円増加の130億２千７百万円となりました。

　固定負債につきましては、社債の４億７百万円の増加等により３億５千１百万円増加の69億８千２百万

円となりました。

　純資産は、前連結会計年度末に比較して、１億９千３百万円増加の117億３千９百万円となりました。
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（３）キャッシュ・フローの状況

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物（以下、「資金」という）は、第２四半期連

結会計期間末と比較して12億４千万円増加し、20億２千９百万円となりました。

　当四半期連結会計期間における各キャッシュ・フローの状況とその主な要因は、次のとおりでありま

す。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　税金等調整前四半期純利益４億３千４百万円、減価償却費２億６千５百万円、仕入債務の増加額17億４

千７百万円等により、15億３千３百万円の収入（前年同期は15億２百万円の収入）となりました。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　有形固定資産の売却による収入１億４千２百万円、敷金保証金の回収による収入５千６百万円等があっ

たものの、有形固定資産の取得による支出６億５千２百万円等により、５億２千８百万円の支出（前年同

期は８千８百万円の収入）になりました。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　短期借入金の減少額４億４千万円、長期借入金の返済による支出３億５千８百万円等があったものの、

長期借入金の借入れによる収入11億円等により、１億８千６百万円の収入（前年同期は４億６千３百万

円の支出）となりました。

　

（４）事業上及び財務上の対処すべき課題

当第３四半期連結会計期間において、当連結会社の事業上及び財務上の対処すべき課題に重要な変更

及び新たに生じた課題はありません。

　

（５）研究開発活動

該当事項はありません。
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第３ 【設備の状況】

(1) 主要な設備の状況

当第３四半期連結会計期間において、主要な設備に重要な異動はありません。

　

　

(2) 設備の新設、除却等の計画

第２四半期連結会計期間末に計画中であった、重要な設備のうち当第３四半期連結会計期間において

完了したものは、次のとおりであります。

　

　
会社名

事業所名
(所在地)

設備の内容 投資額（千円） 完了年月 売場面積
　

　
㈱マキヤ

エスポット韮山店    
（静岡県伊豆の国市）

店舗 1,174,726平成21年10月 3,100㎡

　
㈱マキヤ

エスポット伊勢原店   
（神奈川県伊勢原市）

店舗 812,958平成21年10月 3,041㎡
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第４ 【提出会社の状況】

１ 【株式等の状況】

(1) 【株式の総数等】

① 【株式の総数】

　

種類 発行可能株式総数(株)

普通株式 35,128,000

計 35,128,000

　

② 【発行済株式】

　

種類
第３四半期会計期間
末現在発行数(株)
(平成21年12月31日)

提出日現在
発行数(株)

(平成22年２月12日)

上場金融商品取引所
名又は登録認可金融
商品取引業協会名

内容

普通株式 10,540,20010,540,200
ジャスダック
証券取引所

完全議決権株式であり、権利
内容に何ら限定のない当社に
おける標準となる株式。
単元株式数は100株でありま
す。

計 10,540,20010,540,200― ―

　

　

(2) 【新株予約権等の状況】

該当事項はありません。
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(3) 【ライツプランの内容】

該当事項はありません。

　

(4) 【発行済株式総数、資本金等の推移】

　

年月日
発行済株式
総数増減数
(株)

発行済株式
総数残高
(株)

資本金増減額
(千円)

資本金残高
(千円)

資本準備金
増減額
(千円)

資本準備金
残高
(千円)

平成21年10月１日～
平成21年12月31日　　

－ 10,540,200 － 1,198,310 － 1,076,340

　

　

(5) 【大株主の状況】

大量保有報告書の写しの送付がなく、当第３四半期会計期間において、大株主の異動は把握しておりま

せん。
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(6) 【議決権の状況】

当第３四半期会計期間末日現在の議決権の状況については、株主名簿の記載内容が確認できず、記載す

ることができませんので、直前の基準日である平成21年９月30日の株主名簿により記載しております。

① 【発行済株式】

平成21年９月30日現在

区分 株式数(株) 議決権の数(個) 内容

無議決権株式 － － －

議決権制限株式(自己株式等) － － －

議決権制限株式(その他) － － －

完全議決権株式(自己株式等)
（自己保有株式)　　
普通株式　556,300

－ －

完全議決権株式(その他)
 普通株式

99,827 －
9,982,700

単元未満株式
 普通株式

－ －
1,200

発行済株式総数 10,540,200－ －

総株主の議決権 － 99,827 －

(注)　   「単元未満株式」欄の普通株式には、当社所有の自己株式42株が含まれております。

　

　

② 【自己株式等】

平成21年９月30日現在

所有者の氏名
又は名称

所有者の住所
自己名義
所有株式数
(株)

他人名義
所有株式数
(株)

所有株式数
の合計
(株)

発行済株式
総数に対する
所有株式数
の割合(％)

（自己保有株式）
 株式会社マキヤ

静岡県沼津市三枚橋
字竹の岬709番地の1

556,300－ 556,300 5.3

計 ― 556,300－ 556,300 5.3

　

　

　

２ 【株価の推移】

【当該四半期累計期間における月別最高・最低株価】

　

月別
平成21年
　４月 ５月 ６月 ７月 ８月 ９月 １０月 １１月 １２月

最高(円) 588 555 548 549 928 989 574 483 420

最低(円) 527 485 496 520 520 561 462 384 366

(注)　最高・最低株価は、ジャスダック証券取引所におけるものであります。
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３ 【役員の状況】

前事業年度の有価証券報告書提出日後、本四半期報告書提出日までの役員の異動はありません。
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第５ 【経理の状況】

１  四半期連結財務諸表の作成方法について

当社の四半期連結財務諸表は、「四半期連結財務諸表の用語、様式及び作成方法に関する規則」(平成19

年内閣府令第64号。以下「四半期連結財務諸表規則」という。)に基づいて作成しております。

なお、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結

累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日まで)は、改正前の四半期連結財務諸表規則に基づき、当

第３四半期連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間

(平成21年４月１日から平成21年12月31日まで)は、改正後の四半期連結財務諸表規則に基づいて作成して

おります。

　

２  監査証明について

当社は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、前第３四半期連結会計期間(平成20年10月１

日から平成20年12月31日まで)及び前第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月31日ま

で)に係る四半期連結財務諸表については、監査法人トーマツによる四半期レビューを受け、当第３四半期

連結会計期間(平成21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び当第３四半期連結累計期間(平成21年４

月１日から平成21年12月31日まで)に係る四半期連結財務諸表については、有限責任監査法人トーマツによ

る四半期レビューを受けております。

　なお、有限責任監査法人トーマツは、監査法人の種類の変更により、平成21年７月１日をもって監査法人

トーマツから名称変更しております。
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１【四半期連結財務諸表】
(1)【四半期連結貸借対照表】

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,029,071 834,692

売掛金 472,890 344,682

商品 5,707,530 4,972,814

その他 580,820 485,341

貸倒引当金 △458 △385

流動資産合計 8,789,854 6,637,144

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） ※１
 9,385,577

※１
 8,191,041

土地 7,786,024 8,617,129

その他（純額） ※１
 531,582

※１
 297,893

有形固定資産合計 17,703,184 17,106,063

無形固定資産 1,122,698 1,075,250

投資その他の資産

敷金及び保証金 3,093,516 3,213,299

その他 1,046,611 1,154,596

貸倒引当金 △6,371 △6,380

投資その他の資産合計 4,133,756 4,361,515

固定資産合計 22,959,639 22,542,829

資産合計 31,749,493 29,179,974

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 6,498,498 4,886,266

短期借入金 4,149,913 4,289,917

未払法人税等 264,643 71,339

賞与引当金 113,474 107,091

ポイント引当金 106,718 97,240

その他 1,894,443 1,551,760

流動負債合計 13,027,692 11,003,615

固定負債

社債 1,117,000 710,000

長期借入金 4,171,347 4,459,647

退職給付引当金 564,693 624,908

役員退職慰労引当金 48,429 40,009

その他 1,080,965 796,229

固定負債合計 6,982,435 6,630,794

負債合計 20,010,127 17,634,409
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年３月31日)

純資産の部

株主資本

資本金 1,198,310 1,198,310

資本剰余金 1,083,637 1,083,637

利益剰余金 9,843,671 9,625,169

自己株式 △446,018 △446,013

株主資本合計 11,679,600 11,461,103

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 59,764 84,461

評価・換算差額等合計 59,764 84,461

純資産合計 11,739,365 11,545,564

負債純資産合計 31,749,493 29,179,974
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(2)【四半期連結損益計算書】
【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 49,347,392 47,394,994

売上原価 38,322,404 37,500,264

売上総利益 11,024,987 9,894,730

販売費及び一般管理費 ※1
 9,992,553

※1
 9,246,393

営業利益 1,032,433 648,336

営業外収益

受取利息 6,409 3,091

受取配当金 11,556 10,689

受取家賃 184,973 167,553

その他 141,648 107,940

営業外収益合計 344,587 289,275

営業外費用

支払利息 113,004 111,781

不動産賃貸費用 48,545 55,102

その他 52,177 38,892

営業外費用合計 213,727 205,776

経常利益 1,163,293 731,835

特別利益

有形固定資産売却益 － 166,502

特別利益合計 － 166,502

特別損失

減損損失 65,227 86,682

事故補償金 35,000 －

特別損失合計 100,227 86,682

税金等調整前四半期純利益 1,063,065 811,655

法人税、住民税及び事業税 276,248 384,411

法人税等調整額 285,921 58,983

法人税等合計 562,170 443,395

四半期純利益 500,895 368,259
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【第３四半期連結会計期間】
（単位：千円）

前第３四半期連結会計期間
(自 平成20年10月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自 平成21年10月１日
　至 平成21年12月31日)

売上高 17,021,410 16,775,273

売上原価 13,248,702 13,249,569

売上総利益 3,772,708 3,525,703

販売費及び一般管理費 ※1
 3,304,713

※1
 3,115,420

営業利益 467,995 410,283

営業外収益

受取利息 1,854 760

受取配当金 5,076 4,779

受取家賃 61,405 56,220

その他 38,472 47,690

営業外収益合計 106,809 109,451

営業外費用

支払利息 40,937 39,131

不動産賃貸費用 16,672 21,573

その他 11,209 5,890

営業外費用合計 68,819 66,595

経常利益 505,985 453,139

特別損失

減損損失 － 18,474

事故補償金 35,000 －

特別損失合計 35,000 18,474

税金等調整前四半期純利益 470,985 434,664

法人税、住民税及び事業税 180,231 196,539

法人税等調整額 55,401 19,705

法人税等合計 235,633 216,244

四半期純利益 235,351 218,420
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(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】
（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,063,065 811,655

減価償却費 633,894 693,484

減損損失 65,227 86,682

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,080 63

賞与引当金の増減額（△は減少） △10,754 6,383

ポイント引当金の増減額（△は減少） 6,565 9,478

退職給付引当金の増減額（△は減少） △82,633 △60,215

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 6,920 8,420

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △7,468 △5,579

受取利息及び受取配当金 △17,966 △13,781

支払利息 113,004 111,781

有形固定資産売却損益（△は益） － △166,502

為替差損益（△は益） 4,225 1,697

事故補償金 35,000 －

売上債権の増減額（△は増加） △143,056 △128,207

たな卸資産の増減額（△は増加） △580,334 △786,570

仕入債務の増減額（△は減少） 1,300,783 1,612,232

未払消費税等の増減額（△は減少） △77,298 △3,475

その他 125,035 203,135

小計 2,439,290 2,380,680

利息及び配当金の受取額 17,966 13,781

利息の支払額 △105,511 △108,705

法人税等の支払額 △456,003 △191,099

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,895,741 2,094,656

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △1,195,468 △1,748,869

有形固定資産の売却による収入 98,710 960,836

有形固定資産の除却による支出 － △16,990

貸付金の回収による収入 8,745 7,540

敷金及び保証金の差入による支出 △17,823 △57,894

敷金及び保証金の回収による収入 399,658 177,677

その他 △57,266 △7,514

投資活動によるキャッシュ・フロー △763,444 △685,214
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年４月１日
　至 平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
　至 平成21年12月31日)

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △370,000 80,000

長期借入れによる収入 1,800,000 1,100,000

長期借入金の返済による支出 △1,667,036 △1,608,304

社債の発行による収入 293,359 491,558

社債の償還による支出 － △30,000

リース債務の返済による支出 － △96,861

自己株式の取得による支出 △8,940 －

配当金の支払額 △153,283 △149,757

財務活動によるキャッシュ・フロー △105,900 △213,365

現金及び現金同等物に係る換算差額 △4,225 △1,697

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 1,022,171 1,194,379

現金及び現金同等物の期首残高 929,436 834,692

現金及び現金同等物の四半期末残高 ※1
 1,951,608

※1
 2,029,071
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【簡便な会計処理】

　
当第３四半期連結累計期間
(自　平成21年４月１日
　至　平成21年12月31日)

１　固定資産の減価償却費の算定方法

定率法を採用している資産については、連結会計年

度に係る減価償却費の額を期間按分して算定する方法

によっております。

２　棚卸資産の評価方法

当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関し

ては、実地棚卸を省略し、第２四半期連結会計期間末の

実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定する

方法によっております。

３　法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定方法

法人税等並びに繰延税金資産及び繰延税金負債の算

定にあたり、加味する加減算項目や税額控除項目を重

要なものに限定する方法によっております。
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【注記事項】

(四半期連結貸借対照表関係)

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

※１　有形固定資産の減価償却累計額 ※１　有形固定資産の減価償却累計額

11,100,705千円 10,710,594千円
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(四半期連結損益計算書関係)

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年４月１日
至 平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当　　　　　　         3,111,321千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　 115,187千円

　　　退職給付引当金繰入額　　　　　  22,952千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　18,100千円

 

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当　　　　　　         2,985,630千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　 113,215千円

　　　退職給付引当金繰入額　　　　　  40,224千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　12,900千円

 

　
　

　

第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当　　　　　　         1,044,228千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　 115,187千円

　　　退職給付引当金繰入額　　　　　   7,829千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　 7,400千円

 

　

※１　販売費及び一般管理費の主なもの

　　　給与手当　　　　　　         1,009,179千円

　　　賞与引当金繰入額　　　　　　　 113,215千円

　　　退職給付引当金繰入額　　　　　  13,346千円

　　　役員退職慰労引当金繰入額　　　　 3,360千円
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(四半期連結キャッシュ・フロー計算書関係)

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 1,951,608千円

現金及び現金同等物 1,951,608千円

※１  現金及び現金同等物の四半期末残高と四半期連結

貸借対照表に掲記されている科目の金額との関係

現金及び預金勘定 2,029,071千円

現金及び現金同等物 2,029,071千円
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(株主資本等関係)

当第３四半期連結会計期間末（平成21年12月31日）及び当第３四半期連結累計期間(自　平成21年４月１日

　至　平成21年12月31日)

１　発行済株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 10,540,200

　

　

２　自己株式に関する事項

株式の種類
当第３四半期
連結会計期間末

普通株式(株) 556,352

　

　

　
３　配当に関する事項

　(1) 配当金支払額

決議 株式の種類 配当の原資
配当金の総額
(千円)

１株当たり
配当額(円)

基準日 効力発生日

 平成21年５月12日
 取締役会

普通株式 利益剰余金 74,878 7.50平成21年３月31日 平成21年６月26日

平成21年11月９日
取締役会

普通株式 利益剰余金 74,878 7.50平成21年９月30日 平成21年12月４日

　
　(2) 基準日が当連結会計年度の開始の日から当四半期連結会計期間末までに属する配当のうち、配当の効

力発生日が当四半期連結会計期間の末日後となるもの

　　　

　　　該当事項はありません。
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(セグメント情報)

【事業の種類別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日） 
　　　小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及 
　　び全セグメント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セ 
　　グメント情報の記載を省略しております。 
 
　　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及 
　　び全セグメント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セ 
　　グメント情報の記載を省略しております。 
 
　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日）
　　　小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及
　　び全セグメント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セ
　　グメント情報の記載を省略しております。
   
    当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　小売事業の売上高、営業利益及び資産の金額は、全セグメントの売上高の合計、営業利益及 
　　び全セグメント資産の金額の合計に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別セ 
　　グメント情報の記載を省略しております。
　

【所在地別セグメント情報】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）
　　　当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がない
　　ため、該当事項はありません。
 
　　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がない
　　ため、該当事項はありません。
　　
　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） 
　　　当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がない 
　　ため、該当事項はありません。 
 
　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　当連結グループは、本邦以外の国又は地域に所在する連結子会社及び重要な在外支店がない 
　　ため、該当事項はありません。　　 
　　

【海外売上高】

　前第３四半期連結会計期間（自　平成20年10月１日　至　平成20年12月31日）
　　　当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。
 
　　当第３四半期連結会計期間（自　平成21年10月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。 
 
　　前第３四半期連結累計期間（自　平成20年４月１日　至　平成20年12月31日） 
　　　当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。 
 
　　当第３四半期連結累計期間（自　平成21年４月１日　至　平成21年12月31日） 
　　　当連結グループは、海外売上高がないため、該当事項はありません。 
 

　

EDINET提出書類

株式会社マキヤ(E03166)

四半期報告書

24/32



(有価証券関係)

有価証券の四半期連結貸借対照表計上額その他の金額は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。

　

　

　

　

　

　

　

(デリバティブ取引関係)

デリバティブ取引の四半期連結会計期間末の契約額等は、前連結会計年度の末日と比較して著しい

変動がありません。
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(１株当たり情報)

１  １株当たり純資産額

　
当第３四半期連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

　 　

　 1,175円83銭
　

　 　

　 1,156円42銭
　

(注)  １株当たり純資産額の算定上の基礎

項目
当第３四半期
連結会計期間末
(平成21年12月31日)

前連結会計年度末
(平成21年３月31日)

純資産の部の合計額(千円) 11,739,365 11,545,564

普通株式に係る純資産額(千円) 11,739,365 11,545,564

普通株式の発行済株式数(千株) 10,540 10,540

普通株式の自己株式数(千株) 556 556

１株当たり純資産額の算定に用いられた普通株式
の数(千株) 9,983 9,983

　

２  １株当たり四半期純利益金額及び潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額

第３四半期連結累計期間

　
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 49円04銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

１株当たり四半期純利益金額 36円88銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結累計期間
(自  平成20年４月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結累計期間
(自  平成21年４月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 500,895 368,259

普通株式に係る四半期純利益(千円) 500,895 368,259

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,213 9,983
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第３四半期連結会計期間

　
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

１株当たり四半期純利益金額 23円04銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

１株当たり四半期純利益金額 21円87銭

潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額 －
　

(注)  １ 潜在株式調整後１株当たり四半期純利益金額については、潜在株式が存在しないため記載しておりません。

２ １株当たり四半期純利益金額の算定上の基礎

　

項目
前第３四半期連結会計期間
(自  平成20年10月１日
至  平成20年12月31日)

当第３四半期連結会計期間
(自  平成21年10月１日
至  平成21年12月31日)

四半期連結損益計算書上の四半期純利益(千円) 235,351 218,420

普通株式に係る四半期純利益(千円) 235,351 218,420

普通株主に帰属しない金額(千円) － －

普通株式の期中平均株式数(千株) 10,213 9,983
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(重要な後発事象)

該当事項はありません。
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２ 【その他】

　平成21年11月９日開催の取締役会において、平成21年９月30日の最終の株主名簿に記録された株主に

対し、次のとおり中間配当を行うことを決議いたしました。

　①　配当金の総額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　74,878千円

　②　１株当りの金額　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 7円50銭

　③　支払請求権の効力発生日及び支払開始日　　　　平成21年12月４日
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第二部 【提出会社の保証会社等の情報】

該当事項はありません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

　

平成21年２月３日

　株式会社マキヤ

取締役会　御中

　

監査法人トーマツ

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    向    　    眞    生    印

　

指定社員
業務執行社員

　 公認会計士    篠    原    孝    広    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成20年４月１日から平成21年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

20年10月１日から平成20年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成20年４月１日から平成20年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成20年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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独立監査人の四半期レビュー報告書

平成22年２月９日

  株式会社マキヤ

取締役会　御中

　

有限責任監査法人トーマツ

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    向    　    眞    生    印

　

指定有限責任社員
業務執行社員

　 公認会計士    篠    原    孝    広    印

　

　

当監査法人は、金融商品取引法第193条の２第１項の規定に基づき、「経理の状況」に掲げられている株式

会社マキヤの平成21年４月１日から平成22年３月31日までの連結会計年度の第３四半期連結会計期間(平成

21年10月１日から平成21年12月31日まで)及び第３四半期連結累計期間(平成21年４月１日から平成21年12月

31日まで)に係る四半期連結財務諸表、すなわち、四半期連結貸借対照表、四半期連結損益計算書及び四半期連

結キャッシュ・フロー計算書について四半期レビューを行った。この四半期連結財務諸表の作成責任は経営

者にあり、当監査法人の責任は独立の立場から四半期連結財務諸表に対する結論を表明することにある。

当監査法人は、我が国において一般に公正妥当と認められる四半期レビューの基準に準拠して四半期レ

ビューを行った。四半期レビューは、主として経営者、財務及び会計に関する事項に責任を有する者等に対し

て実施される質問、分析的手続その他の四半期レビュー手続により行われており、我が国において一般に公正

妥当と認められる監査の基準に準拠して実施される年度の財務諸表の監査に比べ限定された手続により行わ

れた。

当監査法人が実施した四半期レビューにおいて、上記の四半期連結財務諸表が、我が国において一般に公正

妥当と認められる四半期連結財務諸表の作成基準に準拠して、株式会社マキヤ及び連結子会社の平成21年12

月31日現在の財政状態、同日をもって終了する第３四半期連結会計期間及び第３四半期連結累計期間の経営

成績並びに第３四半期連結累計期間のキャッシュ・フローの状況を適正に表示していないと信じさせる事項

がすべての重要な点において認められなかった。

　

会社と当監査法人又は業務執行社員との間には、公認会計士法の規定により記載すべき利害関係はない。

　

以  上

　
 

(注) １  上記は、四半期レビュー報告書の原本に記載された事項を電子化したものであり、その原本は当社(四半期報

告書提出会社)が別途保管しております。

２  四半期連結財務諸表の範囲にはXBRLデータ自体は含まれていません。
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